◆ワードを使っての文字作成

1. ワードアートを使って文字作成

1.1ワードアートの挿入をクリックいたします
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1.2　一番左上のアートを選択し文字を書き込みます。
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1.3 文字の大きさは後で変えれると思うのですが「フォント（書体）」と「サイズ（一番大きな数字）」を選んで“OK”を押します
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1.4　下記のようにアートができます。



1.5　出来た文字をクリックすると
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黒のハングルがでてきます。カーソルを右端の一番はしに当てて、ドラッグすると文字の大きさを変えれます。


自分の作りたい大きさにします。

1.6 次に、その文字に縁取りを付けます。

時の上で右クリックをおし「ワードアート書式設定」をクリックします。右のようなウィンドウが開くので「線」というのを使って周りの文
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字を作ります。
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例）線の色：黄色　
　　実線／点線：そのまま
　　太さ：15pt ぐらい　　“OK”を押すと下記のようになります。


このままで使われるのもいいとおもいますが「字がつぶれてしまった“という人はさらに一工夫。

線を付けた文字をコピーします。

そして、文字の場所とは違うところに貼り付けます。この時点でワードアートは2つになるとおもいます。
コピーした分のほうを“線をなし”にして、塗りつぶしの色を例えば赤にしてみましょう。

画面のサイズを「70～80％」にしてみると
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このように2ページにまたがって2つの文字が出来ると思います。

上にもってきたいほうの文字をクリックし一番下にある、図形調整より“最前面へ移動”を選択します
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そしてさらに右クリックをしワードアートの書式設定→レイアウトを選択します。

“前面”を選択してOKをおします。


そうすると文字を重ねることができます。

ここで一工夫です。ワードやエクセルは「Altキー」を押しながら移動させると、細かな動きをしてくれます。

その細かさをつかって、上に重ねると2重のきれいな文字ができます。



“完成”
ここにカーソルを合わせて、右下へドラックします。








